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ふ
ん
ぬ

題
名
「
恋
怒
」
油
彩
税
田
啓
一
郎

宮崎県版
No.317

治安維持法犠牲者
国家賠償要求同盟

宮崎県本部
〒880．0031

宮崎市船塚3．193

電話0985(26)4224

FAXO985(20)3154

郵便振替口座
02070.9.11382

私
た
ち
の
運
動
の
基
本

ふ
た
た
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
を
許
さ
な
い
た
め
に

一
、
治
安
維
持
法
体
制
の
復
活
に
反
対
す
る
こ
と

二
、
国
は
戦
前
の
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る
悪
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と

三
、
国
は
治
安
維
持
法
の
犠
牲
者
に
謝
罪
と
賠
償
を
お
こ
な
う
こ
と

「
戦
後
、
政
界
へ
と
衣
替
え
し
た
特
高
官
僚
は
別
名
以
上

い
る
。
政
治
と
警
察
、
検
察
制
度
の
癒
着
は
、
今
も
な
お
治

安
維
持
法
（
１
９
４
５
年
Ⅲ
月
燗
日
廃
止
）
の
精
神
を
受
け

継
ぎ
な
が
ら
民
主
政
治
・
国
民
主
権
主
義
に
公
然
と
挑
戦
し

て
い
る
」
。
と
昨
年
６
月
号
に
書
い
た
が
、
今
回
は
治
安
維
持

法
下
の
裁
判
に
携
わ
っ
た
特
高
や
検
事
、
裁
判
官
は
、
戦
後

ど
う
い
う
審
理
。
裁
判
を
行
っ
た
の
か
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

敗
戦
後
の
１
９
４
９
年
８
月
１
７
日
に
東
北
本
線
松
川
～

金
谷
川
間
で
列
車
転
覆
事
件
が
発
生
し
た
。
国
労
福
島
支
部
と

東
芝
松
川
工
場
労
働
組
合
の
幹
部
、
組
合
員
な
ど
加
名
が
逮

捕
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
は
、
米
軍
占
領
下
に
お
け
る
最
大
の

権
力
犯
罪
の
一
つ
と
言
わ
れ
た
松
川
事
件
で
あ
る
。
裁
判
は

Ｍ
年
の
長
期
に
わ
た
り
、
１
９
６
３
（
昭
和
洲
）
年
９
月
哩

日
、
全
員
の
無
罪
確
定
判
決
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
終
了
し
た
。

し
か
し
、
真
犯
人
は
追
及
さ
れ
な
い
ま
ま
に
時
効
を
迎
え
た
。

最
高
裁
判
事
：
。
「
池
田
克
」
に
つ
い
て
側

野
崎
眞
公
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_④ 何
と
も
言
い
難
い
悪
質
な
権
力
犯
罪
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。こ
の
裁
判
の
第
一
審
（
福
島
地
裁
。
長
尾
信
裁
判
長
）
で
、
別

名
の
被
告
た
ち
が
松
川
事
件
と
は
全
く
関
係
な
い
事
が
明
ら
か

と
な
り
、
被
告
。
家
族
。
弁
護
団
も
無
罪
判
決
以
外
あ
り
え
な
い

と
確
信
し
て
い
た
。
し
か
し
、
１
９
５
０
年
岨
月
５
日
に
予
定

さ
れ
て
い
た
裁
判
が
、
理
由
も
明
ら
か
に
さ
れ
ず
翌
６
日
に
延
期

さ
れ
、
５
名
が
死
刑
、
５
名
が
無
期
、
有
期
懲
役
合
計
肌
年
の
判

決
が
下
さ
れ
た
。
裁
判
官
の
判
決
文
朗
読
が
始
ま
っ
た
が
、
途
中

か
ら
し
ど
ろ
も
ど
ろ
と
な
り
、
判
決
文
を
読
め
な
く
な
っ
て
休
憩

を
と
る
と
い
う
異
常
な
状
態
と
な
っ
た
。
｛
自
分
で
書
い
た
判
決

文
を
読
め
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
判
決
文
が
直
前
に
書
き
換
え
ら

れ
た
か
。
ま
た
は
朗
読
で
き
な
い
よ
う
な
大
き
な
圧
力
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
こ
ん
な
裁
判
が
あ
る
の
か
、
誰
も
が
疑
心
暗
鬼

に
か
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
？
｝
。
休
憩
を
と
り
裁
判
官
の
合
議

が
行
わ
れ
た
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
休
憩
後
、
裁
判
長
は
「
判
決

文
を
み
よ
」
と
い
っ
て
「
情
状
、
法
律
の
適
用
、
主
文
」
の
朗
読

に
入
り
、
前
記
の
判
決
を
宣
告
し
た
の
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
も
奇

異
な
裁
判
に
弁
護
団
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
驚
く
べ
き
事
実
が
判

明
。
判
決
は
原
本
な
し
の
草
稿
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

判
決
原
本
も
当
時
で
き
て
お
ら
ず
、
弁
護
側
に
判
決
謄
本
が
届

い
た
の
は
実
に
翌
年
の
１
月
別
日
で
あ
っ
た
。
全
く
唖
然
と
さ

せ
ら
れ
る
杜
撰
な
裁
判
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
初
か
ら

無
罪
の
人
々
を
有
罪
に
す
る
た
め
の
冤
罪
裁
判
（
検
事
・
判
事
）

『
閑
話
休
題
」

地
球
四
十
六
億
年

宇
宙
か
ら
見
れ
ば
地
球
は
青
く
美
し
い
球
体
で
す
。
そ
の
地
球

は
中
心
に
核
を
も
ち
、
三
層
の
性
質
の
異
な
る
層
か
ら
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
層
は
対
流
し
て
い
る
の
で
す
。

地
球
は
生
き
物
な
の
で
す
。

原
始
の
地
球
か
ら
柵
億
年
。
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
時
間
。
数

十
億
年
し
て
海
中
に
微
生
物
が
発
生
し
、
酸
素
が
増
え
、
太
古
の
「

地
球
が
移
動
し
て
ヒ
マ
ー
フ
ヤ
が
出
来
、
中
心
の
マ
グ
マ
が
噴
出
し
「

て
火
山
と
な
り
ま
し
た
。

「
一

地
殻
の
裂
け
目
か
ら
溶
岩
が
噴
き
出
さ
れ
て
島
を
作
り
、
今
も
「
一

地
殼
は
動
い
て
い
て
、
ハ
ワ
イ
は
日
本
列
島
を
目
指
し
て
移
動
し
「
《

続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
速
度
は
一
年
で
数
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
ｔ

「馬

弓
※
「
平
和
と
は
」
本
２
冊
読
み
問
い
か
く
る

曇
ら
せ
る
ま
じ
こ
の
子
ら
の
目
を
白
江
純
美

※
今
日
も
ま
た
心
配
性
の
妻
が
言
う

ニ
ス
ク
を
着
け
て
」
「
飲
み
に
出
な
い
で
」
黒
木
利
忠

『
短
歌
』

To

ノ

匙ノ

の
画
策
ぶ
り
を
思
わ
せ
る
法
廷
で
あ
っ
た
。

「
長
尾
信
の
よ
う
に
、
戦
前
は
軍
事
的
警
察
的
天
皇
制
の
も
と

で
暗
黒
政
治
を
積
極
的
に
推
進
し
、
戦
後
は
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義

と
日
本
独
占
資
本
主
義
の
支
配
の
も
と
で
、
新
た
な
権
力
犯
罪
に

加
担
し
、
新
し
い
形
で
の
自
由
と
民
主
主
義
の
抑
圧
を
積
極
的
に

推
進
し
た
検
事
や
判
事
も
少
な
く
な
い
」
。
（
『
特
高
警
察
黒
書
』
１
９

７
９
．
３
版
・
新
日
本
出
版
社
参
照
）

そ
の
代
表
的
な
人
物
と
し
て
池
田
克
最
高
裁
判
事
を
取
り
上

げ
て
み
た
。
彼
の
『
松
川
事
件
』
に
対
す
る
姿
勢
。
意
見
は
、
一

言
で
い
え
ば
、
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
て
も
、
〃
有
罪
。
死
刑
判

決
を
是
と
す
べ
き
で
あ
る
″
と
主
張
し
て
い
る
。
１
９
５
９
（
昭

和
洲
）
年
８
月
川
日
最
高
裁
（
大
法
廷
裁
判
長
田
中
耕
太
郎
）

は
、
二
審
判
決
を
破
棄
し
、
仙
台
高
裁
に
差
し
戻
し
た
。
こ
れ
に

対
し
、
池
田
克
は
、
田
中
耕
太
郎
、
垂
水
克
己
、
下
飯
坂
潤
夫
、

高
橋
潔
裁
判
官
ら
と
同
じ
く
、
被
告
の
死
刑
Ⅱ
有
罪
判
決
を
支
持

し
た
少
数
意
見
の
裁
判
官
で
あ
り
、
終
生
主
張
を
変
え
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

次
回
９
月
号
に
続
く

参
考
》
『
特
高
警
察
黒
書
』
新
日
本
出
版
社
、

『
思
想
検
事
』
凹
一
コ
支
訴
誉

鹿
の
一
つ
覚
え
の
よ
う
に
〃
知
ら
ん
″
で
通
せ
る
か
」

「
こ
の
野
郎
、
な
め
る
な
」

「
戦
争
に
負
け
て
も
天
皇
陛
下
か
ら
拝
命
し
た
警
察
官
だ
ぞ
」

「
貴
様
の
よ
う
な
そ
の
日
暮
ら
し
の
百
姓
と
は
違
う
ん
だ
ぞ
」

「
俺
た
ち
を
な
め
る
な
」
（
略
）

刑
事
た
ち
は
椅
子
に
掛
け
て
い
る
私
を
、
棒
で
突
く
、
足
で

蹴
る
、
踏
む
、
の
乱
暴
を
は
た
ら
い
た
。
（
略
）

私
も
必
死
に
抵
抗
し
た
け
れ
ど
も
通
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

遂
に
は
足
を
縛
っ
て
逆
さ
ま
に
天
井
か
ら
吊
る
さ
れ
ま
し

て
ね
。
素
っ
裸
に
さ
れ
て
水
を
ぶ
ち
か
け
ら
れ
て
、
竹
刀
で
叩

か
れ
ま
し
た
。
（
略
）
川
分
ぐ
ら
い
で
し
た
か
。
免
田
栄

（
注
）
「
免
田
事
件
」
Ⅱ
鯛
歳
で
逮
捕
。
１
９
５
２
年
死
刑
確

定
。
６
回
の
再
審
請
求
。
鯛
年
無
罪
確
定
。

逮
捕
か
ら
Ｍ
年
。
師
歳
。

職
業
の
欄
に
「
講
師
」
と
書
け
ば
書
く

ど
こ
に
出
す
か
で
「
無
職
」
と
も
書
く
福
田
鉄
文

″
自
白
〃
の
現
場

編
“
馬
場
園
孝
次

色鉛筆画

＃

『“
，
熟
Ⅸ

Ｉ

ノ

Lノ
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~ <お知らせ> －
8月7日に予定されていた、映画「わが青春つきるとも」伊藤千代子の生涯

第2回製作。上映を応援する実行委員会（今後は宮崎サポーターの会と称し

ます）は、コロナ感染者激増による公的会場がすべて使用不可になったため、

急きょ延期になりました。ご迷惑をかけました。今後の予定は決まり次第お

知らせいたします。

_ノ

’

ユ

～－

〆 、
2021年度会費（4000円） ・募金納入のお願い

納入には、下に書いてある3つの方法があります。振込料や通知料の値上げにより、

節約のため①→②→③の順におすすめですが、むずかしい場合は無理をせず､今まで

通りにしてください。よろしくお願いします。問い合わせは下記にお願いします。

事務局長鳥井までご連絡ください。 冠090－4340－3338
ノ、

使川‘旧岬とｷｬｯ〉 カーF耐
方は八'1,Mで次ひ) i l岬に振り込ん

ださい手数杵が1 0() IIIかかり

①現金でいただく方法で

す様々な会合や会I識など

で鳥井にお渡しいただくか

連絡をいただけば烏ﾉﾄが集

金に1㎡lい主す

でくださいF数粁が1 0() I1Iかかり

美すので送金する金纈かr, I OOIリ引

いて振り込んでください

一振込先＞

ゆうちよ銀rj- 許通

番5- 1 730 2 1 97--l536

噛竺維持州賠州盟柵蝶本部

③これまで通り、同封の赤い振込用紙で

振り込んでください。その際も出来

るだけATMでお願いします。

（手数料:ATM1 52円、窓口203円）

③これまで通り、同封の赤い振込用紙て

振り込んでください。その際も出来

るだけATMでお願いします。

（手数料:ATM1 52円、窓口203円）’
※くれぐれも無理をせず、できる方法でお願いします。 ｜

’

4

3歳の係'～

ぱぱちゃんの派作り布絵本
(6／＜－ジ）

球の数を

かぞえてみましょう！


